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生活工芸
写真/左から、二瓶新永さん（大登）、五十嵐文吾さん（大登）、角田キイコさん（浅岐）

ものづくりは生きがい

第
１
章

特集◉町づくりの軌跡



雪
国
だ
か
ら
こ
そ

継
承
さ
れ
た
生
活
工
芸

　

自
然
か
ら
頂
い
た
材
料
と
、
先

人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
技
術
。
素

朴
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
使
え
ば
使

う
ほ
ど
味
が
出
る
実
用
品
。

　

ヒ
ロ
ロ
細
工
、マ
タ
タ
ビ
細
工
、

山
ブ
ド
ウ
細
工
は
、「
奥
会
津
編

み
組
細
工
」
と
称
し
て
※

国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
型
は
、
日
常
生
活
で

使
わ
れ
て
き
た
「
か
ご
」
や
「
ざ

る
」
な
ど
の
民
具
で
す
。
雪
深
い

冬
の
間
に
、
家
々
で
作
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
冬
は
雪
と
の
戦
い
で
あ

る
一
方
で
、
生
活
に
必
要
な
道
具

を
作
る
た
め
の
大
切
な
時
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
に
町
づ
く
り
と
し
て

始
ま
っ
た
「
生
活
工
芸
運
動
」
に

よ
り
、
失
わ
れ
か
け
て
い
た
冬
の

も
の
づ
く
り
が
町
民
に
広
ま
り
ま

し
た
。
山
仕
事
用
の
か
ご
は
、
そ

の
技
術
と
材
料
を
そ
の
ま
ま
に
、

抱
え
バ
ッ
グ
や
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ

グ
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
単

な
る
日
用
品
が
町
の
自
慢
の
逸
品

と
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
人
々

の
熱
意
と
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
「
山
村
の
文
化
を
活
か
し

た
理
想
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
と

い
う
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
し
た
。

※
国
の
伝
統
的
工
芸
品

　
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
大

臣
が
指
定
し
た
工
芸
品
。
平
成
21
年
4

月
現
在
、
全
国
に
２
１
１
品
目
あ
る
。

指
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
❶
主
と
し
て

日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
も
の
❷
製
造
過

程
の
主
要
部
分
が
手
作
り
❸
伝
統
的
技

術
ま
た
は
技
法
に
よ
っ
て
製
造
❹
伝
統

的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料
❺
一
定

の
地
域
で
産
地
を
形
成
―
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
福
島
県
内

で
は
会
津
塗
、
大
堀
相
馬
焼
、
会
津
本

郷
焼
、
奥
会
津
編
み
組
細
工
の
４
つ
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。
奥
会
津
編
み
組
細

工
は
平
成
15
年
に
指
定
さ
れ
、
当
時
の

新
聞
で
は
「
民
具
と
し
て
は
初
の
指
定
」

な
ど
と
報
道
さ
れ
た
。

ヒロロ細工
ヒロロの縄を縦糸に、モワダ（シ
ナノキの薄皮）などを横糸に用い
て編まれます。山仕事用のかご作
りの技法を活かしたもので、さま
ざまなデザインのバッグが作られ
ています。非常に細かい手仕事で、
完成まで1カ月以上かかることも。

マタタビ細工
マタタビ蔓特有のつや、しなやか
さ、水切れの良さが特徴です。米
をといだり野菜を洗ったりする道
具として、日常生活に欠かせない
ものでした。米あげざる、四つ目
ざる、そばざるなどがあり、用途
に応じて大きさもさまざまです。

山ブドウ細工
山ブドウ蔓の皮は非常に強く、刃
物などを入れるかごとして使われ
てきました。丈夫に編まれたかご
は、子や孫の世代まで長持ちしま
す。使い込むほどにつやが出るこ
とが特徴で、世界にたった一つの
宝物に仕上がっていきます。

作
る
喜
び

使
う
喜
び

作
る
こ
と
が
楽
し
い

手
間
は
惜
し
ま
な
い

山
の
恵
み
を
頂
い
て

真
心
を
込
め
て

奥お
く

会あ
い

津づ

編あ

み
組く

み

細ざ
い

工く
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転
機
と
な
っ
た
昭
和
47
年

観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

マ
タ
タ
ビ
の
ざ
る
や
、
ヒ
ロ
ロ

の
か
ご
な
ど
は
、
日
用
品
と
し
て

各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
の
高
度

経
済
成
長
期
、
安
価
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
一
般
に
普
及
し
、

手
間
を
か
け
て
道
具
を
作
る
必
要

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
若

者
は
農
業
か
ら
離
れ
、
都
会
へ
仕

事
を
求
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
親

か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

道
具
作
り
も
途
絶
え
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
、
町
お
こ
し
の
た
め

に
開
催
さ
れ
た
「
観
光
土
産
品
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
、
伝
統
的
な
も
の

づ
く
り
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。
当
時
を
知
る
齋
藤
茂
樹

町
長
は「
じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ

ん
が
喜
ん
で
ね
。
自
分
の
得
意
な

も
の
を
山
ほ
ど
作
っ
て
出
品
し
て

く
れ
ま
し
た
。
特
に
マ
タ
タ
ビ
の

ざ
る
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
学
校

の
二
つ
の
教
室
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

作
品
が
集
ま
り
、
本
当
に
驚
き
ま

し
た
よ
。
と
に
か
く
こ
れ
を
活
か

そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
お
付

き
合
い
の
あ
っ
た
千
葉
大
学
の
宮

崎
先
生
に
相
談
し
た
の
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

三島町名誉町民

宮
みや

崎
ざき

清
きよし

先生
「生活工芸運動」を提唱し、現
在までアドバイザーとして尽力
されている。その功績により平
成19年、初の三島町名誉町民
となる。千葉大学理事・副学長
を歴任し、平成20年 3月に退
官。現在、放送大学千葉学習セ
ンター所長、千葉大学名誉教授。
千葉県習志野市在住。山梨県出
身、昭和18年生まれ、66歳。

宮
崎
先
生
の
教
え

生
活
工
芸
の
原
点

　

生
活
工
芸
運
動
を
提
唱
し
た
宮

崎
清
先
生
（
三
島
町
名
誉
町
民
・

千
葉
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
民
具

調
査
の
た
め
に
初
め
て
三
島
町
を

訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
「
さ
ま
ざ

ま
な
民
具
が
、
ま
る
で
百
貨
店
の

よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

当
時
、
千
葉
大
学
講
師
だ
っ
た

宮
崎
先
生
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ

工
業
意
匠
学
科
の
学
生
た
ち
を
連

れ
て
民
家
を
訪
ね
歩
き
、
生
活
に

使
わ
れ
て
い
る
道
具
や
、
蔵
の
中

に
眠
っ
て
い
る
古
い
道
具
な
ど
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
「
あ
る
民
家
を
訪
ね
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
そ
の
家
の
方
が
、
み

か
ん
の
入
っ
た
マ
タ
タ
ビ
の
ざ
る

を
隠
し
て
し
ま
い
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
に
入
れ
替
え
よ
う

と
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は

『
待
っ
て
。
そ
の
ざ
る
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
』
と
止
め
ま

し
た
」

　

当
時
、
ど
の
家
に
も
あ
っ
た
マ

タ
タ
ビ
の
ざ
る
に
目
を
向
け
る
人

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮
崎
先
生

は
「
遠
い
昔
か
ら
使
わ
れ
て
き
た

道
具
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
今

の
か
た
ち
が
あ
る
。
山
の
恵
み
を

頂
き
、
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
作

ら
れ
る
。
丈
夫
で
使
い
や
す
い
。

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
す
」

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

身
近
に
あ
っ
た
道
具
の
価
値
に

気
付
き
、
宮
崎
先
生
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
、
昭
和
56
年
に
「
生
活

工
芸
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

身
近
に
あ
っ
た
道
具
の
価
値
に
気
付
い
た

雪
国
の
手
仕
事

再
生
の
物
語

高
度
経
済
成
長
の
中
、
若
者
は
農
林
業
か
ら
離
れ
、

冬
の
手
仕
事
も
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

町
お
こ
し
を
目
指
し
た
観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
。

山
村
に
生
き
る
喜
び
を
教
え
て
く
れ
た
宮
崎
先
生
。

生
活
工
芸
が
再
生
し
た
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

町
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展

多
く
の
町
民
に
広
ま
る

　
「
生
活
工
芸
運
動
」
は
、
町
ぐ

る
み
の
大
き
な
施
策
と
な
り
ま
し

た
。
編
み
組
細
工
を
学
ぶ
も
の
づ

く
り
教
室
や
、
町
民
か
ら
作
品
を

募
集
す
る
生
活
工
芸
品
展
な
ど
を

開
催
し
、
生
活
工
芸
の
振
興
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に

は
、
国
の
補
助
を
受
け
て
生
活
工

三島町生活工芸憲章
1. 家族や隣人が車座を組んで

2.身近な素材を用い

3. 祖父の代から伝わる技術を活かし

4. 生活の用から生まれる

5. 偽りのない本当のもの

6.みんなの生活の中で使えるものを

7. 山村に生きる喜びの表現として

8. 真心を込めてつくり

9.それを実生活の中で活用し

10.自らの手で生活空間を構成する

芸
館
が
完
成
。
編
み
組
細
工
や
木

工
な
ど
を
体
験
で
き
る
施
設
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
や
一
般
客
へ
も

伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
を
広
め
て

き
ま
し
た
。

　
「
三
島
町
生
活
工
芸
憲
章
」
に

は
、
伝
統
的
な
技
術
を
活
か
し
て

山
村
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
「
生
活
工
芸
運
動
」
の

心
が
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ご
作
り
の
技
法
で

バ
ッ
グ
を
デ
ザ
イ
ン

　

生
活
工
芸
の
研
究
員
と
し
て
勤

務
し
た
西
牧
研
治
さ
ん
は
、
抱
え

バ
ッ
グ
や
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
な

ど
、
現
代
生
活
の
中
で
使
え
る
編

み
組
細
工
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し

ま
し
た
。
当
時
、
編
み
組
指
導
員

だ
っ
た
久
保
田
節
子
さ
ん
（
入
間

方
）
は
、
か
ご
作
り
の
技
法
を
用

い
て
、
西
牧
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
ヒ
ロ
ロ
細
工
の
試
作
を
重
ね
ま

し
た
。
こ
の
二
人
の
試
行
錯
誤
に

よ
っ
て
、
山
仕
事
用
の
か
ご
が
現

代
生
活
の
中
で
使
え
る
バ
ッ
グ
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。
久
保

田
節
子
さ
ん
が
作
っ
た
品
格
あ
る

バ
ッ
グ
は
、
皇
后
美
智
子
さ
ま
、

皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
へ
も
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

伝統工芸士

久
く

保
ぼ

田
た

節
せつ

子
こ

さん
平成2年から8年間、生活工芸
館の編み組指導員を務め、ヒロロ
細工のデザイン開発と町民への
指導に携わった。平成19年に東
北では女性初の伝統工芸士とな
り、同年秋の叙勲で瑞宝単光章。
現在も農業をしながらバッグ作
りに励む。昭和6年生まれ、78歳。

生活工芸の振興に尽力

西
にし

牧
まき

研
けん

治
じ

さん
千葉大学工学部工業意匠学科卒（宮
崎清先生の研究室）。企業のデザイ
ナーを経て、昭和58年から8年間、
三島町で生活工芸の研究員として
勤務。編み組細工のデザイン開発、
生活工芸の普及に尽力した。現在、
JA長野開発機構、地域開発課長。

ショルダーバッグ
久保田節子作　26.5× 17.0× 9.5㌢
材料 /ヒロロ、モワダ（シナノキの薄皮）

ヒロロ
日陰、湿地などに自生する草で、ホンヒロロ
（ミヤマカンスゲ）とウバヒロロ（オクノカン
スゲ）がある。根を残して葉を採り、乾燥さ
せて縄を綯

な

う。ヒロロ細工には、ほかにモワ
ダ（シナノキの薄皮）、アカソ（イラクサ科）、
カラムシ（イラクサ科）などの材料が使われる。

ヒロロのスカリ
（山仕事などに使うかご）
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Interview 生活工芸って素晴らしい。編み組細工をしている皆さんに聞きました。

諏訪フヂヱさん
すわ・ふじえ　浅岐

ヒロロ細工を始めて、
つくづくよかったと思います。

　ヒロロ細工を作り始めて 10 年

ぐらいになります。最初は生活

工芸館で久保田節子先生に習い

ました。スカリ（山仕事用のかご）

くらいは作ったことがありまし

たが、バッグ作りを始めてみた

ら面白くて…。つくづくよかっ

たと思います。もし始めていな

かったら、テレビばかり見て過

ごしていたかもしれません。畑

仕事の合間に作るヒロロ細工が

毎日の楽しみです。

第5回会津の編み組工芸品展（H21）
福島民報社賞
作品/ヒロロ手提げかご

角田キイコさん
つのだ・きいこ　浅岐

　もともとセーターなどを編む

のが趣味でした。ヒロロ細工は

時間のかかる手仕事ですが、少

しずつ編んでいく作業がとにか

く面白いです。隣近所の人にも

勧めました。夫も山ブドウ細工

やマタタビ細工をしているので、

「これはよくできたな。こっちは

もう少しだな」などと言い合い

ながら楽しく作っています。ヒ

ロロ細工を始めて 10 年、本当に

面白くてやめられません。

とにかく面白い。
デザインも工夫しています。

第28回三島町生活工芸品展（H21）
大賞
作品/ヒロロショルダー、ポーチ付き

角田タケノさん
つのだ・たけの　浅岐

　角田キイコさんに勧められて、

3 年前にヒロロ細工を始めまし

た。以前は「こんなに細かい手

仕事、わたしにはできない」と

思っていたのですが、始めてみ

ると楽しくて、やめられなくな

りました。10 月の「会津の編み

組工芸品展」では、ヒロロとモ

ワダで作った巾着を出品し、テ

レビの生中継で訪れたタレント

の片岡鶴太郎さんに買っていた

だきました。

難しくてできないと思っていた。
やってみたら楽しくて。

第5回会津の編み組工芸品展（H21）
下郷町長賞
作品/巾着

五十嵐 文吾さん
いがらし・ぶんご　大登　伝統工芸士

　子どものころは、おもちゃも

なかったし、遊び道具だって自

分で作りました。ざるなどの道

具作りは、親がやっているのを

見よう見まねで…。父が作った

マタタビのざるは、50 年たった

今も使えます。多くの町民に広

まった生活工芸は、たいしたも

のです。本当に自慢できる町づ

くりだと思います。

三島の生活工芸は、
たいしたものです。

平成17年 3月、長郷千代喜さん（間
方）と共に三島町初の伝統工芸士とな
る。同年秋の叙勲で瑞宝単光章。奥会
津三島編組品振興協議会、品質管理委
員長などを歴任。

2009.11 62009.117



ふ
る
さ
と
の
家
の

感
動
体
験

2_かまくらを作って遊ぶ子どもたち。
雪を知らない特別町民にとって、三島
町は別世界だった
3_トウモロコシの皮をむく子どもたち
4_雪の会津西方駅に降り立った特別
町民の家族。右端がトモノさん
5_枝豆を収穫し、マタタビのざるに
入れる子どもたち。農家での初めての
体験は新しい発見の連続だった
6_都会の人々にとって山村の民家は、
大きく、懐かしく、温かい場所だった

大
反
響
を
呼
ん
だ

日
本
初
の
試
み

　

昭
和
49
年
に
始
ま
っ
た
「
ふ
る

さ
と
運
動
」
は
、「
理
想
の
ふ
る

さ
と
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
呼
び
掛
け
で
、
都
市

と
農
山
村
の
交
流
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
民

家
を
「
ふ
る
さ
と
の
家
」
と
し
て

親
せ
き
の
よ
う
に
泊
ま
る
こ
と
が

で
き
る
「
特
別
町
民
制
度
」
は
、

日
本
初
の
試
み
で
大
き
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。
当
時
、
役
場
職
員

だ
っ
た
齋
藤
茂
樹
町
長
は
「
日
本

経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で

申
し
込
み
が
殺
到
し
、
役
場
の
電

話
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
に
は
会
員
が
８
４
９

世
帯
、「
ふ
る
さ
と
の
家
」
の
利

用
者
は
５
８
８
４
人
を
数
え
ま
し

た
。
特
別
町
民
か
ら
は
「
田
舎
暮

特
別
町
民
と
の
出
会
い

「お母さん、星が近いね」
夜空を見上げた子どもが口にした素直な感動。
畑で芋を掘ったり、きゅうりをかじったり、

ありのままの山村を体験した思い出。
「ふるさと運動」を通した出会いと感動は、

今も語り継がれています。

1

2

4

※
現
在
、
特
別
町
民
に
は
年
末
に
ふ
る

さ
と
小
包
を
お
届
け
し
て
い
る
ほ
か
、

広
報
み
し
ま
の
毎
月
送
付
や
観
光
情
報

の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

温
泉
な
ど
の
施
設
は
町
民
料
金
で
利
用

で
き
ま
す
。
三
島
町
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
年
会
費　

１
世
帯
に
つ
き
１
万
円

　
　
　
　
　
（
町
出
身
者
は
５
千
円
）

問
三
島
町
役
場
産
業
建
設
課
文
化
観
光
係

　

☎
０
２
４
１
（
４
８
）
５
５
３
３

ふるさと運動第
２
章

ら
し
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
」「
行
く
た
び

に
新
発
見
が
で
き
る
」
な
ど
の
う

れ
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
受
け
入
れ
世
帯
の

高
齢
化
や
旅
館
業
法
な
ど
の
規
制

に
よ
り
、「
ふ
る
さ
と
の
家
」
へ

の
宿
泊
は
残
念
な
が
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
も

１
１
２
世
帯
の
特
別
町
民
の
方
々

が
毎
年
会
費
を
納
め
、
三
島
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

1_小堀トモノさんの家を訪れた
特別町民の家族の皆さん。トモノ
さんは「ふるさとの家」として東
京などの特別町民を受け入れ、あ
りのままの田舎暮らしを体験して
もらった。後列右から3人目が
トモノさん（昭和52年ごろ）

6 5

3
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「
ふ
る
さ
と
の
家
」
と
し
て

特
別
町
民
を
受
け
入
れ
た

小
堀
ト
モ
ノ
さ
ん
（
西
方
）

昭和49年	 「ふるさと運動」始まる
昭和56年	 「生活工芸運動」始まる
昭和57年	 第 1回三島町生活工芸品展（以後現在まで開催）
	 第 1回三島フォーラム（以後10回開催）
	 「有機農業運動」始まる
昭和58年	 「地区プライド運動」「健康づくり運動」始まる
昭和59年	 桐加工場完成
昭和61年	 生活工芸館完成
昭和62年	 第 1回桐の里リレーマラソン（以後19回開催）
	 第 1回ふるさと会津工人まつり
	 （以後現在まで開催）
平成14年	 第 1回全国編み組工芸品展（以後現在まで開催）
	 情報物産館（尾瀬街道みしま宿）オープン
	 「みしま工人郷」「てわっさの里みやした」始まる
平成15年	 「奥会津編み組細工」国の伝統的工芸品に指定
平成16年	 早戸交流拠点施設（早戸温泉つるの湯）オープン
平成17年	 食鳥処理施設（会津地鶏みしまや）完成
平成20年	 「三島のサイノカミ」
	 国の重要無形民俗文化財に指定

ふるさと運動からの流れ

あ
の
感
動
か
ら
35
年
今
も
受
け
継
が
れ
る

「
ふ
る
さ
と
運
動
」
の
心

信
念
を
貫
い
た

故
佐
藤
長
雄
前
町
長

　

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か

け
て
は
、
地
域
振
興
と
い
え
ば
企

業
誘
致
に
よ
る
大
規
模
な
開
発
で

し
た
。
昭
和
62
年
に
は
リ
ゾ
ー
ト

法
が
で
き
、
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー

場
な
ど
、
日
本
中
が
開
発
一
色
に

な
り
ま
し
た
。

　

故
佐
藤
長
雄
前
町
長
は
、
企
業

誘
致
に
よ
る
開
発
の
危
険
性
を
早

く
か
ら
訴
え
、「
地
域
づ
く
り
は

自
分
た
ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
を
そ
の
ま

ま
残
し
、「
地
域
が
持
っ
て
い
る

大
事
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
と

追
及
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
発
案

さ
れ
た
の
が
「
ふ
る
さ
と
運
動
」

で
す
。

　

リ
ゾ
ー
ト
法
は
余
暇
を
楽
し
め

る
場
所
を
整
備
し
、
国
民
経
済
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
し

故 佐
さ

藤
とう

長
なが

雄
お

前町長
旧西方村役場職員、三島町役
場職員、三島町助役を経て、
昭和 43年 9月に三島町長に
初当選。以来、通算23年間在
職し、ふるさと運動、生活工
芸運動など山村独自の施策を
展開。全国から注目を浴びた。
平成15年４月、84歳で他界。

た
。
し
か
し
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ

う
な
開
発
が
進
め
ら
れ
、「
地
域

が
本
来
持
っ
て
い
る
特
性
が
活
か

さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
も

出
ま
し
た
。
さ
ら
に
施
設
の
閉
鎖

や
企
業
の
撤
退
が
相
次
ぎ
、
地
域

経
済
や
地
方
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
地
域
づ
く
り
は
自
分
た
ち
の

手
で
」。
ふ
る
さ
と
運
動
か
ら
続

く
町
づ
く
り
の
理
念
は
、
今
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

故 安
あ

達
だち

生
いく

恒
つね

先生
大正7年、新潟県小千谷市生ま
れ。島根大学教授などを経て、
社会農学研究所を開設。農業の
近代化が農村を荒廃させたと主
張し、徹底した聞き取り調査を
実施。考え行動する農家の育成
に努める。平成 12年に 82歳
で他界。著書に「むらの戦後史」
「日本農業の選択」など。

　
「
三
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
昭
和

57
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
の
10
年

間
、
毎
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
故

安
達
生
恒
先
生
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

学
長
、
宮
崎
清
先
生
が
副
学
長
を

務
め
、多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
、

山
村
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
っ
て
山

村
の
魅
力
を
再
認
識
し
、「
有
機

農
業
運
動
」「
地
区
プ
ラ
イ
ド
運

動
」「
健
康
づ
く
り
運
動
」
な
ど

の
町
づ
く
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

特別町民の方から小堀トモノさんに
届いた暑中見舞いのはがき
（文面）暑中お見舞い申し上げます。
楽しい楽しい体験をさせていただき、
ありがとうございました。子どもた
ちの大切な思い出です。来年も遊び
に行かせてください。

　

昭
和
49
年
か
ら
平
成
2
年
ぐ
ら

い
ま
で
、「
ふ
る
さ
と
の
家
」
と

し
て
特
別
町
民
の
皆
さ
ん
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
芋
を
掘
っ

て
芋
煮
を
し
た
り
、
か
ま
く
ら
を

作
っ
て
遊
ん
だ
り
、
本
当
に
楽
し

い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。
今
で
も

お
便
り
を
く
だ
さ
る
方
も
い
ま

す
。
昭
和
58
年
か
ら
60
年
の
こ
ろ

の
宿
泊
が
一
番
多
か
っ
た
で
す
。

一
度
に
二
家
族
を
受
け
入
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
夫
を
早
く
に
亡
く

し
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し

た
。
夏
休
み
な
ど
は
東
京
か
ら
来

た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
プ
ー
ル

に
行
っ
た
り
、
美
坂
高
原
に
行
っ

た
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
し

た
り
、
冬
休
み
は
雪
遊
び
を
し
た

り
…
。「
ふ
る
さ
と
の
家
」
は
、

わ
た
し
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
楽

し
く
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
何
気
な
い
こ
と
で
も

喜
ん
で
く
れ
る
特
別
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
逆
に
山
村
の
良
さ
を
教
え

ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

裏
磐
梯
や
山
形
な
ど
の
先
進
地

へ
研
修
に
も
行
き
ま
し
た
。
調
理

師
の
免
許
も
取
り
ま
し
た
。
民
宿

経
営
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
ま
で
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
平
成
２
年
ご
ろ
、
法

的
規
制
な
ど
も
あ
っ
て
宿
泊
の
受

け
入
れ
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
特

別
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
は
昔

の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
大
切
な

思
い
出
で
す
。

　

今
は
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が

ら
、
桐
の
里
倶
楽
部
の
手
伝
い
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
の

中
に
は
、
わ
た
し
の
顔
を
覚
え
て

い
て
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
隣
近
所
の

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
な
ど

に
声
を
掛
け
て
サ
ロ
ン
を
始
め
ま

し
た
。軽
い
運
動
を
し
た
り
、歌
っ

た
り
、
温
泉
旅
行
に
行
っ
た
り
し

て
楽
し
み
な
が
ら
、
お
互
い
支
え

合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
三
島
町
は
以
前
ほ
ど
の
活

気
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

地
元
の
い
い
も
の
を
活
か
し
て
町

づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

特
別
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

三
島
の
良
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
は
芋い

も

掘
り
、
冬
は
雪
遊
び
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ　
　
　

。

昭和57年に三島フォーラムが始まった当時は、「フォー
ラム」という言葉もあまり知られていない時代だったが、
参加した皆さんは積極的に話し合った。故板橋正雄さん
（滝原）、二瓶正雄さん（大谷）、小島純さん（宮下）、阿
部通利さん（桧原）、五十嵐健二さん（宮下）など多くの
町民が、自分の取り組みや目標などを発表した。フォー
ラムに参加した有識者は、星寛治さん（農業）、溝口栄治
さん（大分県宇佐市商工会長）、世古一穂さん（生活科学
研究所）、高森寛子さん（作家）、古賀学さん（日本観光
協会）など。写真は昭和59年に町民センターで開催さ
れた第3回三島フォーラム。

町
お
こ
し
を
か
け
た
三
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
村
の
価
値
を
見
つ
け
、
夢
を
描
い
た
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町づくりの開拓者たち
あの時、理想のふるさとを目指して走り出した。

歴史を語る一枚の写真

昭和52年3月、歌手の故テレサ・テンさんが訪れたときに撮影された写真。左から、栗城芳雄さん、渡部重記さん、
福田耕士さん、菅家正宏さん、齋藤茂樹町長（当時役場職員）、故馬場順夫さん、故馬場利幸さん（当時町長）、
故羽田英芳さん、故テレサ・テンさん、秦兵輔さん、海老名健さん、飯塚徳雄さん、細堀清さん、右端が故小堀良德さん

未
来
へ

第３章

歴
史
に
学
び

地
域
を
見
つ
め
て

生
き
が
い
と
な
っ
た
「
生
活
工
芸
」

町
づ
く
り
の
信
念
を
根
付
か
せ
た
「
ふ
る
さ
と
運
動
」

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
夢
を
描
き
、

理
想
の
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
が
続
き
、
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、

も
う
一
度
地
域
を
見
つ
め
、

未
来
を
目
指
し
て
動
き
出
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
手
で
行
う
理
想
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
、

35
年
の
歴
史
を
経
て
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

写真/屋号、野仏、湧き水、
遺跡などを書き込んだ西
方地区の地図。西方地区
では地域で語り継がれて
きたことを後世に伝える
ために、住民の皆さんに
よって記録誌の作成が進
められている。その調査
の一つとして地図への書
き込みを行っている。

　この写真は、歌手の故テレサ・
テンさん（写真中央）が特別町
民となり、ふるさと荘付近で白
樺の記念植樹を行ったときに撮
影されたものです。当時、町づ
くりに取り組んだ役場やふるさ
と振興公社などの関係者の顔ぶ
れが写っています。
　テレサ・テンさんは昭和52年
3 月 16 日、新曲「ふるさとは
どこですか」のPRのために三
島町を訪れました。レコード販
売やサイン会では、町民の大歓
迎を受けました。ふるさと荘に
一泊し、翌日に白樺の記念植樹

が行われました。
　昭和 52 年は「ふるさと運動」
が始まって 4 年目。当時、特
別町民制度という取り組みは、
どこにもありませんでした。新
しい過疎対策として全国から注
目され、視察の受け入れだけで
も忙しかったといいます。町の
人たちは自信と希望に満ちあふ
れ、理想のふるさとを目指して
走り回りました。美坂高原の整
備、生活工芸館、物産館、温泉
施設の建設などが着々と進めら
れました。また、「有機農業友
の会」や「パープルタウン宮下

を創る会」など住民主体の活動
も次々に始まり、「地域づくり
は自分たちの手で」という信念
が根付きました。
　「ふるさと運動」の開始から
35 年、時代は大きく変わりま
した。高速交通網の発達やイン
ターネットの普及により、山村
に住みながらも暮らしは世界中
とつながっています。その中で、
農山村の自然、文化を志向する
人々は、ますます増えているの
も事実です。町づくりの開拓者
たちが描いた夢は、今も未来へ
と続いています。
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1
地
区
の
自
然
と
歴
史
を
活
か
し

遊
歩
道
整
備
、サ
ロ
ン
事
業
、記
録
誌
作
成

も
っ
と
再
発
見

ず
っ
と
こ
の
町
で

　ふるさと運動や生活工

芸運動を振り返り、町づ

くりはいつも、町を知るこ

とから始まるものだと実感

しました。宮崎清先生は

いつも「地域の華
はな

」とい

う言葉を使います。それは

土地に根付いている魅力

のことだと思います。編み

組細工も、おいしい農産

物も、美しい景観も、年

中行事も…。

　「三島の華
はな

」はたくさん

あります。それらはすべて、

人の手によって受け継が

れ、守られ、磨かれてきま

した。その華
はな

を生かすか殺

すかは、今ここで暮らして

いるわたしたち次第です。

この小さな町で、大きな夢

を描き、行動してみましょ

う。努力は裏切りません。

仲間と支え合い、未来へ

向かって一歩前へ踏み出

しましょう。

　諏訪フヂヱさんの「ヒ

ロロ細工を始めて、つく

づくよかったと思う」とい

う言葉が忘れられません。

こんなにうれしい言葉はあ

りません。三島に生まれて、

三島で暮らして、三島で

何かに取り組んで「本当

によかった。三島がふるさ

とでよかった」と心から思

うことができたら…。

特集「町づくりの軌跡」
終わり

3
休
耕
地
を
活
用
し
て
、
そ
ば
を
栽
培

毎
月
一
回
、
手
打
ち
そ
ば
の
店
を
開
く

4
旧
丸
角
旅
館
を
地
域
材
で
改
修

田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
に

　

宮
下
そ
ば
組
は
、
毎
月
第
２

日
曜
日
、「
て
わ
っ
さ
の
里
み

や
し
た
」
の
定
期
公
開
に
合
わ

せ
、
手
打
ち
そ
ば
の
店
を
開
い

て
い
ま
す
。
今
年
は
宮
下
地
区

の
休
耕
地
を
活
用
し
て
、
そ
ば

を
栽
培
し
ま
し
た
。
次
の
開
店

日
に
は
、
お
い
し
い
新
そ
ば
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宮

下
そ
ば
組
の
メ
ン
バ
ー
で
、
宮

下
・
荒
屋
敷
地
区
地
域
懇
談
会

の
佐
久
間
宗
一
会
長
は
「
町
内

に
は
荒
地
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
荒
地
を
活
用
す
れ
ば
、
農

作
物
の
栽
培
と
同
時
に
景
観
も

良
く
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。き
れ
い
な
町
づ
く
り
と
、

お
い
し
い
そ
ば
作
り
。
楽
し
み

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

宮下そば組

左 _荒れていた休耕地
を開墾して、そばを栽培。
収穫する中丸一雄さん
（右）と細堀清さん（左）

上 _訪れた観光客にも
好評の手打ちそば。春
には山菜の天ぷらなど
も添えられる

　

今
年
６
月
に
結
成
さ
れ
た
宮

下
住
マ
イ
ル
会
は
、
町
内
の
空

き
家
を
改
修
し
て
町
並
み
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
田
舎
暮
ら

し
体
験
な
ど
の
交
流
事
業
を
展

開
し
、「
ス
マ
イ
ル
」
が
あ
ふ

れ
る
元
気
な
地
域
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
町
内
６
団
体
29
人
が

加
入
し
て
お
り
、
連
携
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
旧
丸
角
旅
館
の
改
修
準
備
を

進
め
て
お
り
、
田
舎
暮
ら
し
体

験
施
設
と
し
て
活
用
す
る
計
画

で
す
。
代
表
の
栗
城
佐た

す
くさ
ん
は

「
空
き
家
改
修
に
は
地
域
材
を

使
い
ま
す
。
間
伐
材
の
利
用
や

良
質
な
木
材
の
生
産
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」と
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

左 _改修準備が進めら
れている宮下地区の旧
丸角旅館

下 _浅岐地区で伐採さ
れた樹齢約350年の栃
の木材

宮下住
す

マイル会

2
早
戸
温
泉
、
神
々
の
道

地
区
の
宝
を
活
か
し
て
交
流
を
広
げ
る

　

西
方
地
区
に
は
、
カ
タ
ク
リ

の
花
と
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
楽

し
め
る
「
大
林
ふ
る
さ
と
の

山
」
や
、
子
ど
も
の
成
長
を
願

う
「
鬼
子
母
神
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
集
落
を
南
北
に

貫
く
街
道
に
は
、
宿
場
町
の
面

影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
山
垣
光

英
西
方
区
長
は
「
ま
ず
は
地
区

に
あ
る
も
の
の
掘
り
起
こ
し
で

す
。
お
年
寄
り
し
か
知
ら
な
い

言
い
伝
え
や
、
石
仏
、
湧
き
水

な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
前

に
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

西
方
地
区
で
は
今
後
３
年
間

の
計
画
で
、
遊
歩
道
の
整
備
、

地
域
サ
ロ
ン
事
業
、
記
録
誌
の

作
成
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

西方地区

右 _カタクリの花とオ
オヤマザクラの名所「大
林ふるさとの山」。カタ
クリは約4㌶に広がって
いる。4月中旬から下旬
が見ごろ

上 _地区づくりについ
て話し合う皆さん

　

早
戸
地
区
に
は
、
昔
か
ら
湯

治
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

早
戸
温
泉
が
あ
り
、
年
間
約

６
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祠ほ

こ
ら

や
野の

ぼ
と
け仏

が
点
在
す
る

「
神
々
の
道
」
や
、
虫む

し

供く

養よ
う

な

ど
の
伝
統
行
事
も
大
切
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

地
区
の
宝
を
活
用
し
、
訪
れ
た

人
々
と
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

温
泉
周
辺
の
遊
歩
道
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
観

光
ガ
イ
ド
の
育
成
、
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
も
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

町
内
で
最
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
早
戸
地
区
。
住
民
の
皆

さ
ん
が
支
え
合
っ
て
地
区
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

早戸地区

右 _早戸温泉周辺に新
しくできた遊歩道には、
足に優しいウッドチッ
プが敷かれている

下_地区の歴史を学ぶ講
演会に集まった皆さん

現
在
、
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
掲
載
し
ま
し
た
。
す
べ
て
町
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
、
き
っ
と
未
来
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

次
は
あ
な
た
が
、

町
づ
く
り
の
開
拓
者
で
す
。

編集を終えて

あなたの一歩が
町の未来を開く
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み
し
ま
の
出
来
事

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
☎（
４
８
）５
５
１
５

白いサツマイモを収穫した
佐々木マキさんと邦雄さん

一
つ
だ
け

白
い
サ
ツ
マ
イ
モ

そ
の
お
味
は
？

　佐々木邦雄さん（桧原）

が栽培する畑で、白いサ

ツマイモが採れました。

通常の赤いサツマイモに

まぎれて一つだけ、邦雄

さんの母・マキさんが掘

り出したそうです。佐々

木さんは「これは非常に

珍しいと思い、食べずに

とっておきました。突然

変異でしょうか。果たし

て味はどうですかね」と

話していました。

　この出来事は、秋の収

穫時期の珍しい話題とし

て、新聞にも掲載されま

した。

佐々木さんの畑から
掘り出される

白いサツマイモを収穫した
佐々木マキさんと邦雄さん

半
澤
政
人
さ
ん
と

轡
田
倉
満
さ
ん
の

ア
ー
ト
ワ
ー
ク

ピ
カ
ソ

シ
ャ
ガ
ー
ル

巨
匠
の
版
画
に
感
動

川井地区で放されたキジとヤ
マドリは元気に飛び立った

キ
ジ
32
羽

ヤ
マ
ド
リ
２
羽
を

川
井
地
区
か
ら
放
す

　狩猟解禁を前に 10 月 7

日、キジ、ヤマドリの放

鳥が川井地区で行われま

した。放鳥は狩猟資源の

確保のために毎年行われ

ています。川井地区の畑

地からキジ 32 羽、ヤマ

ドリ 2 羽が放されました。

狩猟期間は 11 月 15 日か

ら 2 月 15 日までの 3 カ

月間です。放鳥を行った

三島町猟友会の二瓶政一

会長（名入）は「狩猟者

の皆さんは事故のないよ

うに十分注意し、安全な

狩猟をお願いします」と

話していました。

狩猟解禁は
11 月 15 日から

放されたキジ

　福島県立美術館移動展

は 10 月 24 日、交流セン

ター山びこ・桐の里美術

館で始まりました。ピカソ

の「二人の裸婦」、シャガー

ルの「死せる魂」など 20

世紀を代表する巨匠たち

の版画 64 点が展示され、

来場者は熱心に見て回り

ました。また、三島出身

の画家酒井三良が会津の

四季を描いた作品 4 点も

展示されました。齋藤茂

樹町長は「この展示施設

をしっかり運営していきた

い」とあいさつしました。

（移動展は 11 月 8 日まで）

世界の名作版画
県立美術館移動展

桐の里美術館に展示された世
界の名作版画

轡田倉満さんの作品「かけら」

　imacoco 展 は 10 月 25

日 か ら 11 月 6 日 ま で、

いまここカフェ（旧物産

館）で開催され、半澤政

人さん（名入）と轡田倉

満さん（宮下）の作品が

展示されました。三島の

自然の中で創作活動をす

る二人の芸術家。今後の

活躍も期待されます。
半澤政人（はんざわ・まさと）
郡山市生まれ。多摩美術大卒。
1993年、三島町に移住。二記
会入選、フィレンツェ賞展入選
など受賞多数。
轡田倉満（くつわた・くらみつ）
福島市生まれ。モダンアート展入
選。ポーランドなど海外でも活動
を展開。2007年、三島町に移住。

いまここカフェの
ima coco 展

半澤政人さんの作品
「ひとと子」

子
ど
も
た
ち
も

芸
術
家

文
化
祭
で
展
示

楽しく絵を描いた子どもたち

　保育所入所前のお子さ

んを対象としたワンダー

クラブは 10 月 21 日、三

島保育所で行われ、4 組

の親子が参加しました。

今回はクレヨンと手形

で、もみじの木を描きま

した。かわいい手形のも

みじが、作品は文化祭で

展示されました。

　ワンダークラブは毎月

行っています。小さなお

子さんと一緒に、どうぞ

ご参加ください。次回の

予定など、詳しくは教育

委員会までお問い合わせ

ください。☎（48）5599

ワンダークラブ
手形で絵を描く

文化祭で展示された子どもた
ちの作品

県立美術館の伊藤匡学芸課長
の作品解説を聞く来場者

懇親会であいさつする渡部保男
首都圏三島会会長（高清水出身）

言
い
表
せ
な
い

ふ
る
さ
と
へ
の

思
い
を
胸
に

　首都圏三島会第 33 回

総会は 10 月 17 日、森の

校舎カタクリで行われ、

首都圏に住む町出身者約

30 人と町関係者が参加し

ました。片山正雄副会長

（桧原出身）は「ふるさと

はいいですね。懐かしい

風景、山々の紅葉、最高

です。言い表すことので

きないありがたみを感じ

ています」と話していま

した。また、角田伊一さ

ん（川井）と会津古城研

究会の石田明夫会長が、

会津と三島の歴史につい

て講演しました。

首都圏三島会総会
三島で開催

森の校舎カタクリで行われた
首都圏三島会総会

2部で優勝したSixdiue の皆
さん

ワ
ラ
ビ
ー
ズ
２
連
覇

Ｓ
ｉ
ｘ
ｄ
ｉ
ｕ
ｅ
は

３
連
覇
達
成

　ビーチバレーボール大

会は 9 月 28 日・29 日の

2 日間、三島中学校体育

館で開催されました。年

齢 制 限 の あ る 1 部 に 6

チーム、制限なしの 2 部

に 7 チーム、計 13 チー

ムが参加して熱戦を繰り

広げました。

　1 部ではワラビーズが

春に続き 2 連覇。2 部で

は Sixdiue が昨年秋から

の 3 連覇を達成しました。

最優秀選手には長谷川雄

一さん（ワラビーズ）、舟

木孝幸さん（Sixdiue）が

選ばれました。

ビーチバレーボール大会
13 チームが参加

1部で優勝したワラビーズの
皆さん
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MISHIMA INFO & NEWS

本 町民センター図書コーナー

ゆめぽけっと
●利用時間　月〜土 9：00〜 21：00
　　　　　　日・祝 9：00〜 17：00
●お 休 み　年末年始
問 教育委員会 ☎（48）5599

一般向け

天地人 上・下巻
火坂雅志・著
NHK出版

　NHK 大河ドラマ「天地人」
の原作です。直江兼続は6歳で
上杉景勝に小姓として仕え、後
に上杉家の執政となります。織
田信長、豊臣秀吉、徳川家康が
天下統一を目指した戦国時代。
兼続は「義と愛」の心で上杉家
を守り抜きました。

《本の紹介》
図書コーナー運営ボランティア
北舘 緑さん

小学生向け

ふしぎな木の実の
料理法
岡田淳・著
理論社

　こそあどの森に住むスキッ
パー少年に、硬い実が届きました。
その料理法を森のみんなで考え
ますが失敗してばかり。春になり
実から芽が出てきました。それは
ポアポアの種だったのです。

幼児向け

まちのねずみと
いなかのねずみ
イソップ・原作　いもとようこ・文絵
金の星社

　まちのねずみは退屈で夜は
真っ暗の田舎暮らしが好きにな
れません。反対に、いなかのね
ずみは車や人間や猫にびくびく
しながら暮らす町が好きになれ
ません。

小学生向け

りゅうの目のなみだ
浜田廣介・作　植田真・絵
集英社

　人々から恐れられているりゅ
うを、かわいそうだと思う子ど
もがいました。子どもはりゅう
に会いに行き、誕生日に招待し
ました。一度も優しい言葉を掛
けられたことがなかったりゅう
は、涙を流しました。

　美女峠ウｫーキングツアーは10月23日に開催さ

れ、約70人が参加しました。美女峠は三島町間方

から昭和村野尻に通じる峠道で、藩政時代は主要

な街道でした。40数年前、只見線の終点が宮下駅

だった当時は、昭和村や只見町の人々はこの峠道

を歩いて宮下まで来たそうです。美女峠（びんじょ

うぎとうげ）とは鎌倉時代の悲しい恋物語にちな

んだ呼び名です。ツアーでは間方地区の美女峠入

口から昭和村野尻までを約2時間半かけて歩きま

した。海老名健さん（桧原）が案内役を務め、峠

道にある一里塚や清水などの解説をしました。参

加者は街道の歴史に思いをはせ、紅葉を楽しみな

がら歩きました。
主催/美女峠ウォーキング実行委員会（三島町、昭和村、三島町観
光協会、昭和村観光協会、会津若松建設事務所、宮下土木事務所など）

歴史ある街道を歩く
標高782㍍の美女峠頂上で記念撮影をした参加者

美女峠ウォーキングツアーに約70人参加

表彰状を手にする中丸一雄さん

中丸一雄さん（宮下）

防犯功労者表彰
　中丸一雄さんが防犯功労者として、㈳福島県防犯

協会連合会と福島県警察本部から表彰されました。

中丸さんは「桐の里三島町安全パトロール隊」として、

子どもたちの登下校に毎日付き添い、事故や犯罪を

防止しています。表彰式は10月16日、喜多方プラ

ザで開催された第30回全国地域安全運動福島県民

大会において行われ、中丸さんに表彰状が手渡され

ました。

表彰を受ける秦兵輔会長（右）

交通安全協会三島分会

福島民友新聞社特別表彰
　交通安全協会三島分会は、10月 27日に白河市で

開催された第48回福島県交通安全県民大会におい

て、福島民友新聞社特別表彰を受けました。三島分

会はカーブミラーの清掃や飲酒運転撲滅の呼び掛け

など、交通事故防止に尽力しています。

秦兵輔会長（大石田）

三
島
町
役
場
の
新
人
を
紹
介
し
ま
す

10
月
１
日
付
採
用

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
歴
史
と
美

術
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
歴
史
と

文
化
、
芸
術
が
深
く
根
付
く
三
島

町
に
就
職
で
き
本
当
に
幸
せ
に
思

い
ま
す
。
前
職
で
は
高
齢
者
と
家

族
へ
の
生
活
支
援
に
携
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
少
し

で
も
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◦
趣
味　

読
書
、
旅
行

◦
特
技　

ス
ケ
ッ
チ
、
早
歩
き

◦
学
歴　

日
本
福
祉
大
卒

◦
好
き
な
言
葉

　

成
せ
ば
な
る
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

　

何
事
も

大
場
ま
ゆ
み

町
民
課
保
健
福
祉
係
主
事

お
お
ば
・
ま
ゆ
み　

28
歳　

会
津
若
松
市
出
身

宗
形
和
哉

町
民
課
町
民
生
活
係
主
事

む
な
か
た
・
か
ず
や　

23
歳　

田
村
市
出
身

　

大
学
で
は
主
に
地
域
行
政
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

生
か
し
、
三
島
町
の
発
展
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
な
毎

日
を
送
れ
る
よ
う
基
盤
を
し
っ
か

り
固
め
、
生
活
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
三

島
町
民
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◦
趣
味　

演
劇
鑑
賞

◦
学
歴　

福
島
大
卒

◦
好
き
な
言
葉　

切
磋
琢
磨

教育委員に目黒三和子さん（滝谷）
　三島町教育委員の委嘱は10月 1日、役場町長室

で行われ、目黒三和子さんに齋藤茂樹町長から委嘱

状が手渡されました。子どもたちの教育環境の充実

のためによろしくお願いします。

齋藤茂樹町長から委嘱状を受ける目黒三和子さん

2009.11 182009.1119



情報ひろば

三島町の人口と世帯
（10月1日現在）

人口 2,100 -3 出生 2

男 985 ＋1 死亡 2

女 1,115 -4 転入 3

世帯 855 ＋2 転出 6
※住民基本台帳による数値です。

無
人
駅
客
を
恋
す
る
秋
桜

稲
屑
火
の
煙
は
や
さ
し
狭
の
村

	

桧
原　

片　

山　

祐　

一

栗
飯
を
馳
走
と
し
て
客
迎
へ

芋
掘
り
の
仕
上
げ
確
か
な
老
夫
婦

	

宮
下　

志　

田　

タ
ツ
ノ

みんなで健康づくり《保健事業の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係 ☎（48）5565

足腰げんき教室（室内運動編）
11月 9日（月） 9：30～ 町民センター

4 カ月児健診
11月 10日（火） 11：45～ 坂下厚生総合病院

乳がん検診
11月 12日（木） 9：30～ 町民センター

機能訓練会
11月 12日（木） 14：00～ 福寿草

キッズクッキング
11月 14日（土） 9：30～ 町民センター

ヘルスアップうんどう教室
11月 18日（水） 13：30～ 町民センター

乳幼児健診
11月 19日（木） 13：00～ 町民センター

足腰げんき教室（水中運動編）
11月 25日（水） 13：00 町民センター集合
  河東学園プール
ヘルスアップえいよう教室
11月 27日（金） 13：00～ 町民センター

これからの行事予定　town schedule

11月8日（日）
交通安全町村民大会
13：00～　森の校舎カタクリ体育館

11月15日（日）
おおたに新そばまつり10：00～ 大谷活性化センター
三島町消防団防火パレード 8：30～　三島町内

11月16日（月）～20日（金）
三島町の観光物産展　※裏表紙をご覧ください。
11：00～　ふるさと情報プラザ（東京・有楽町）

11月20日（金）
第 9 回三島町歴史文化基本構想等策定委員会
14：00～　町民センター

11月27日（金）
“地域でつながるみんなの輪”実践講座
10：00～　町民センター

12月3日（木）
民生児童委員協議会定例会 13：30～　福寿草

社会福祉協議会
地域ふれあいサロン

自衛隊高等工科学校生徒
募集案内

◉募集種目
自衛隊高等工科学校生徒

◉資格
中卒（見込み含む）17歳未満の男子

◉受付期間
平成22年1月8日まで

◉試験日・場所
平成22年1月23日

会津若松商工会議所

◉入隊
平成22年4月上旬

問 自衛隊福島地方協力本部

　 会津若松出張所

　 ☎0242（27）6724

ご存知ですか
検察審査会

　検察審査員候補者は選挙人名簿を

もとに選定されます。あなたもいつ

か候補者に選定されるかもしれませ

ん。検察審査会とは、検察官が被疑

者を裁判にかけなかったこと（不起

訴処分）の善しあしを審査すること

を主な仕事とするところで、選挙権

を有する国民の中からくじで選ばれ

た11人の検察審査員によって組織

されます。

　申し立てられた事件を検察審査会

で審査した結果、さらに詳しく捜査

すべきである（不起訴不当）とか、

起訴すべきである（起訴相当）とい

う議決があった場合には、検察官は

この議決を参考にして事件を再検討

することになります。起訴相当の議

決に対して検察官が不起訴処分をし

た場合または法定の期間内に処分を

行わなかった場合には、改めて検察

審査会で審査します。

問 会津若松検察審査会事務局

　 ☎0242（26）5725

会津若松検察審査会

自衛隊	福島地方協力本部

ご寄附ありがとうございました
町社会福祉協議会へ

角　田　光　栄　様（川井）

角　田　順　一　様（宮下）

11 月の納税
●国民健康保険税 第 4 期

●介護保険料（普通徴収） 第 4 期

●後期高齢者医療保険料（普通徴収） 
 第 4 期

　※納期限は 11 月 30 日です。
　　忘れずに納めましょう。
　問 役場 町民課 町民生活係
　 　☎（48）5555

街頭犯罪等発生状況（1月～ 9月）

区　　分 管　内 三島町
空き巣ねらい 1
忍 込 み 4
事 務 所 荒 し 2
出 店 荒 し 7
自 動 車 盗 2
オートバイ盗
自 転 車 盗 5
自販機ねらい 3
車 上 ね ら い 6
強制わいせつ
街 頭 犯 罪 計 30 0
全 刑 法 犯 98 1

　三島町では 9 月中、刑法犯は発生
しませんでした。

振り込め詐欺被害防止
「それうそかも」運動実施中
そ…相談する
　　（振り込む前に警察へ相談）
れ…連絡する
　　（振り込む前に家族へ連絡）
う…うのみにしない
　　（相手の話をうのみにしない）
そ…送金しない
　　（ATM、エクスパック、宅配便
　　などで送金しない）
か…確認する
　　（名乗った本人、役場などに確
　　認する）
も…もう一度確認する
　　（振り込む前にもう一度確認）

※全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物損壊・
暴行・傷害・万引き・詐欺など）の犯罪発
生件数が含まれます。

会津坂下警察署からのお知らせ

滝谷和楽塾
11月19日（木）10：00～　滝谷集会所

高清水・小山いきいきサロン
11月20日（金）10：00～　高清水集会所

問 社会福祉協議会 ☎（52）3344

一般のご寄付

福島県民共済生活協同組合
（創立 25 周年記念）

ご遺志によるもの

ふるさと納税
町へのご寄付 ありがとうございました

吉　戸　　　勝　様
（埼玉県所沢市）

佐久間　雄　幸　様
（埼玉県川越市）

年金相談
お気軽にご利用ください

　年金問題については、国民の皆さ
まに大変ご心配をお掛けし、深くお
わび申し上げます。昨年度に発送を
終えた「ねんきん特別便」に加え、
今年4月から「年金定期便」を発送
し、国民の皆さまに年金記録を確認
していただいております。また、年
金相談体制の充実を図っていますの
で、お気軽にご相談ください。
◉月曜日は午後 7 時まで相談を受け
付けています
相談場所/会津若松社会保険事務所

会津若松市追手町5番16号

◉ 11 月の休日開庁日
14日（土）、15日（日）、28日（土）、29日

（日）　受付時間 9：30〜16：00

◉ねんきんダイヤル
0570（05）1165
◉ねんきん定期便専用ダイヤル
0570（058）555
問 会津若松社会保険事務所
　 ☎0242（27）6951
　 役場	町民課	町民生活係
　 ☎（48）5555

会津若松社会保険事務所

国税に関する電話相談
お気軽にご利用ください

　国税に関するご相談は「電話相談

センター」でお答えしております。

会津若松税務署 0242（27）4311
※音声案内に従って「1」を選択する
と「電話相談センター」につながり
ます。税務署職員へのご相談は「2」
を選択してください。

会津若松税務署

2009.11 202009.1121



　

第
８
回
会
津
地
鶏
ま
つ
り
は
10

月
４
日
、
美
坂
高
原
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
に
は
地
鶏
１
羽

分
の
肉
と
地
元
の
野
菜
が
販
売
さ

れ
、
会
場
に
用
意
さ
れ
た
コ
ン
ロ

と
炭
で
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
三
島
町
産
会
津
地
鶏

は
、
飼
育
か
ら
加
工
ま
で
一
貫
し

て
「
会
津
地
鶏
み
し
ま
や
」
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
飼
育
方
法
や
飼

料
を
工
夫
し
、
自
然
に
近
い
環
境

で
育
て
、
安
全
で
お
い
し
い
地
鶏

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
地
鶏
の
ひ
な
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
ひ
な
を
走
ら

せ
て
順
位
を
競
う
ひ
な
レ
ー
ス
、

桐
下
駄
飛
ば
し
大
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
参
加
者
の
歓
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
美
坂
高
原

新
そ
ば
ま
つ
り
で
は
、
ざ
る
そ
ば

や
山
菜
地
鶏
汁
な
ど
が
出
さ
れ
、

来
場
者
は
県
内
で
一
番
早
い
新
そ

ば
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

桐
の
里
町
民
運
動
会
は
10
月
11

日
、
町
民
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
区
対
抗
綱
引
き
は
、
桧

原
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
で
強
豪
宮
下

チ
ー
ム
を
破
っ
て
優
勝
。
地
区
対

抗
長
縄
跳
び
は
、
オ
ー
ル
桑
原

チ
ー
ム
が
息
の
合
っ
た
跳
躍
で
51

回
を
跳
ん
で
優
勝
し
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
「
輪
投
げ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」「
愛
の
た
ず
ね
人
」
な
ど
計

９
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
時
折
雨
の
降
る
天
候
で
し
た

が
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
の
中
で
「
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
」が
行
わ
れ
、

本ほ
ん

名な

将し
ょ
うく
ん
（
三
島
小
６
年
・
西

方
）
に
齋
藤
茂
樹
町
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
将
く
ん
は

福
島
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
、

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
に
出
場

し
、
58
㍍
38
㌢
を
投
げ
て
８
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
記
録
は

61
㍍
97
㌢
と
い
う
強
肩
で
す
。
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

秋の高原で最高のバーベキュー
飼育から加工まで三島で一貫生産の地鶏を味わう
県内一早い美坂高原の新そばも

綱引きは桧原、長縄跳びはオール桑原が優勝
生涯学習スポーツ表彰は

ソフトボール投げ、県大会 8 位の本
ほ ん

名
な

将
しょう

くん

第 8 回

会津地鶏まつり

1,2_会津地鶏のバーベキュー
を楽しむ来場者。秋の高原で
食べる三島産会津地鶏の炭
火焼きの味は格別
3_美坂高原の大自然の中で
子どもたちが走り回る
4_会津地鶏のひなを走らせ
て競ったひなレース。上位入
賞者には地鶏1羽分の肉、新
米3㎏、桐小物などの特産品
が贈られた
5_模擬店では地鶏の焼き鳥
やから揚げなど、一級品の味
が提供された
6_桐下駄飛ばし大会では30
㍍近く飛ばした参加者もいた
7_地鶏のひなと触れ合う
8_会津地鶏の丸焼きを振る
舞う小平和広会津地鶏みしま
や社長

1

2

3

4

5 6 7 8

桐の里

町民運動会

1_地区対抗綱引きで優勝し
た桧原チーム。2位は宮下
チーム、3位は西方チーム
2_子どもから高齢者までが参
加して盛り上がった輪投げオ
リンピック
3_開会式で選手宣誓をした
板橋博さん（滝原）
4_地区対抗長縄跳びで51
回を跳んで優勝したオール桑
原チーム。2位は47回の西
方チーム。3位は38回の浅
岐・間方チーム
5_お父さん、お母さんに熱
い声援を送る子どもたち
6_生涯学習スポーツ表彰を
受けた本名将くん（三島小6
年・西方）

1

2

3 4

5 6

P
ick

u
p

町
の
話
題

１

2009.10.4

P
ick

u
p

町
の
話
題

２

2009.10.11
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■編集　三島町役場　総務課　企画財政係
〒 969-7511　福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下 350　☎ 0241（48）5515
■ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp
■印刷　㈱アポロ

三島町の観光物産展

編　

集　

後　

記

▼
三
島
の
町
づ
く
り
の
歴
史
に

つ
い
て
、長
谷
川
一
雄
さ
ん
（
桑

原
、
前
教
育
長
）
に
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
三
島
大
橋
の
建

設
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
▼
「
三
島
大
橋
が
完
成

し
た
の
は
昭
和
50
年
。
橋
の
建

設
は
昭
和
30
年
の
宮
下
村
・
西

方
村
合
併
時
の
計
画
の
一
つ
で

し
た
。
町
に
は
橋
を
架
け
る
お

金
な
ど
な
く
、
国
や
県
へ
の
要

望
を
続
け
ま
し
た
。
国
の
補
助

が
決
ま
っ
た
翌
日
、
当
時
の
佐

藤
長
雄
町
長
が
全
職
員
を
集

め
て
『
や
っ
と
橋
が
架
か
る
』

と
言
っ
た
日
の
感
動
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
20
年
も
か
か
っ
た

の
で
す
」
▼
普
段
何
げ
な
く

通
っ
て
い
る
三
島
大
橋
。
そ
の

完
成
は
町
づ
く
り
の
大
き
な
一

歩
だ
っ
た
の
で
す
。「
ふ
る
さ

と
運
動
」
が
始
ま
っ
て
35
年
。

町
は
た
く
さ
ん
の
人
々
の
努
力

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

11月16日（月）～20日（金）

ふるさと情報プラザ
東京都千代田区有楽町 1-7-1
有楽町電気ビルディング 1 階

会津桐タンス㈱ / 下三中洋三ツ割大戸、洋
風桐タンス、米びつ、小タンス、まな板 ほか

㈱有紀 / 桐の自動ドア、桐小物 ほか

グルメみしま / みそのかくれんぼ（しそみ
そ巻き）、その他加工品

生活工芸館 / 奥会津編み組細工
道の駅尾瀬街道みしま宿 /大根、白菜、漬物、
キノコ、豆類 ほか

JA 会津みどり三島山菜加工場 /わらびた
まり、うどたまり、会津ぜんまい水煮、地鶏ご飯・

山菜ご飯・キノコご飯の素、なめこ缶詰 ほか

出展予定
会津桐タンス㈱から
「会津桐は材質が緻密で光沢があり、
軽く、火に強く、防湿性に優れ、衣
類や和紙などの保存に最適です。自
社工場で確かな技術を持つ若い職人
が丁寧に仕上げています」
道の駅尾瀬街道みしま宿から
「三島町産の野菜と、それを使った漬
物です。安心でおいしいですよ」
JA 会津みどり三島山菜加工場から
「地元産、県内産、国内産の原材料を
使用し、安全・安心に心掛け、おい
しさにこだわった商品を提供します」

場所
時間 11：00～19：00 ※最終日は 17：00 まで

奥会津三島町の

技
東京・有楽町へ
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